













The History of Individual Learning of the Japanese Language











ルに分けて研究を進めたい。本稿では、学習者M（女児）の小学校 2学年時（1996 年 4 月～




























Mの生育歴は、『あじさいしんぶん』＊9（B4 判　1998 年 9 月　イシダ測機）の記述および
『あじさいしんぶんⅡ』の記述、および「あとがき」＊10 によって知ることができる。
Mは、1988（昭和 63）年に生まれた。9ヶ月から保育園に通った。保育園を経て、1995 年 4
月、小学校入学、2001 年 3 月に卒業した。
3歳半の 2月、Mは『となりのトトロ』（全 107 頁）を声に出して読み終えた。4歳 1ヶ月で
お話「もりのくまさん」＊11 をワープロのキーボードを打って書いている。幼児期から小学校入
学までにかなりの数の絵本・物語を読み、生活文・創作を書く。1992 年 8 月 18 日（4 歳 1 ヶ
月）から始めた「あじさいしんぶん」（B4判）は、第 100 号を 1998 年 8 月 19 日に発行し、『あ














①『あじさいしんぶんⅡ』1996 年度（72 ～ 83 号）、②日記（1996 年 4 月～ 7月 26 日　題名
を付けて毎日記述　115 編）、③文集『おもいで』（1996 年度　個人文集　学校で作成　行事作
文 16 編　読書感想文 1　絵日記 3編）、④作文集（B5ファイル綴　作文集の題名なし　26 編）
［参考］教科書『国語 2上・下』（教育出版）、読書カード（2年生）、国語ノート。
（2）研究方法
先行研究に、蒲池美鶴『新版　わたしは小学生』（1978 年 6 月　青葉図書）を対象とした研
究がある。有冨洋は、『新版　わたしは小学生』に関する先行研究を整理し、意義づけ、定位し
ている＊13。先行研究において採られた文章の分析・考察の観点を、有冨洋『児童の文章表現力
の発達に関する研究』（2008 年 11 月　溪水社）から、摘記すれば、・「認識力と表現力の統一体
としての文章表現力」（112 頁）・「段落的な認識」（114 頁）・「素地」、「動機」（122 頁・「文字
力・表記力」（123 頁）・「認識」「意図」（123 頁）・「認識と表現」（124 頁）・「段落意識の発達」
（125 頁）・「会話を入れた文の発達」（126 頁）「児童の文章表現力（特に叙述力）の学年的発達」
（129 頁）・「家庭的要因」（130 頁）・「学校教育の面」（130 頁）・「表現意欲」（134 頁）・「取材能
力」（138 頁）・「構想」（138 頁）・「問いの発生」（151 頁）・「思索的文章」（155 頁）・「観察力・





































































































































2）2学期―「うんどう会」（『あじさい新聞』79号 1996 年 12月 2日）
家庭で書いた文章であり、原稿用紙に記述している。























































































































































































































科教育学研究の成果と展望』2002 年 6 月　明治図書　191 頁）
*2 飯田恒作『綴る力の展開とその指導』（1935 年 9 月　培風館）、蒲池文雄「父親としての作文教育論」
（『国語研究』32 号　1959 年 11 月　愛媛国語研究会）・同「わが子の作文を見つめる」（同　1960 年 11
月）・同「わが子の作文のあゆみ」（同　1961 年 9 月）等がある。
*3 *1 に同じ。困難性について、牧戸章は、①時間的・物理的負担、②対象者と調査者の関係の調査資料
への反映、③研究の視点やパラダイムの変化による調査資料の活用不足を挙げる。
*4 野地潤家『国語教育―個体史―』（1956 年 3 月　光風出版　21 頁）
 国語学習個体史の研究―2学年時の学習者Mの「書くこと」を中心に― 57
*5 黒川麻美は、「個体史研究の再考　野地潤家『国語教育　個体史研究』を手がかりに」（『国語教育思想
研究』8号　2014 年 5 月　75 頁）において、個体史研究を「自分が自分をとらえるというメタ的、質
的研究」ともしている。
*6 野地潤家『国語教育―個体史―』（1956 年 3 月　光風出版　54 頁）
*7 *6 に同じ（60 頁）。
*8 *6 に同じ（24 頁）
*9 Mの姉 Cによる『あじさいしんぶん』（1994 年 9 月 1 日　イシダ測機　全 100 号）。
*10 Mによる『あじさい新聞Ⅱ』（B4判　1998 年 9 月　イシダ測機）。奥付には、刊行 1994 年 9 月 1 日と
誤記されているが、「あとがき」の日付によって、1998 年 9 月刊とした。
*11 『あじさいしんぶんⅡ』（1998 年 9 月　特別号）に掲載されている。
*12 渡辺春美「国語学習個体史（二）―学習者Mの小学校一学年時の書く学習を中心に―」（『両輪』第 42
号終刊号　2004 年 10 月　早稲田大学教育学部浜本研究室内　両輪の会刊）
*13 有冨洋『児童の文章表現力の発達に関する研究』（2008 年 11 月　溪水社）
*14 『わたしは小学生』の著者、蒲池美鶴にも 1年生の終わりから同様の傾向が見られた。蒲池文雄は、「わ








*16 教育出版株式会社編『国語　2上　教師用指導書　別冊』（1997 年 3 月　教育出版　70 頁）。単元「書
くことをあつめて」には、「けがを　した　はと」が例文として掲載されている。例文の後には、「よ
うすや　きもちを　思い出して　作文を　書きましょう。」（73 頁）とある。

